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ほ場条件不利地域における持続可能な食料生産を 実現するためのスマート 農機低コ

スト 利用実証 

岐阜県、（ 株）アオキ、（ 農）ふし み営農、田中農機（ 株）、（ 農）みざの、御嵩町農林課、Ｊ Ａ

めぐ みの、（ 株）東海近畿ク ボタ 、（ 一社）岐阜県農業会議

〇本実証地域は、 小区画多筆で条件の不利なほ場で水稲や大豆を 中心と し た農業が営まれている

が、 生産者の高齢化と 担い手不足によ り 地域の中核農家へ農地や作業の集約が進めら れている 。

〇中核農家の既存の労働力や機械だけで はき め細やかな 栽培管理が困難にな っ て いる ため、 ス

マート 農機の導入によ り 作業の省力化・ 効率化を 図る と と も に、 作業集約やシェ アリ ン グを 通

じ て費用対効果の改善を 行う 。

〇スマート 農機の導入による 水稲生産コ スト の 2 割削減及び作業集約面積 5 ha

〇大豆を 対象と し たスマート 農機のシェ アリ ン グを 1 0 ha で実施及びシェ アリ ン グ利用者の営業

利益 2 割増　 等

（ 株）アオキほか（ 岐阜県御嵩町） 実証面積： 1 9 .5 h a

実証課題名

構　 成　 員

　 本実証地域は、 水稲や大豆を 中心と し た農業が営

ま れる 中山間地域で、 中核農家への集約が進む一方

で、 中核農家の省力化・ 効率化や収量向上によ る 経

営改善が大き な課題と なっ ています。

　 本実証プ ロ ジ ェ ク ト で は、 ス マ ート 農機によ る 省

力化・ 効率化に取組むと と も に、 同一品目で 品種構

成が異な る 農家間において シェ アリ ン グを 行う こ と

で コ ス ト を 抑え、 低コ ス ト で ス マ ート 農機を 利用で

き る 仕組みづく り を 進め、 中山間地域の農業の維持

発展を 目指し ます。

　 ま た、 本実証結果を 県内農業者等へ情報発信し 、

普及を 図っ ていき ます。

背景・ 課題

実証する技術体系の概要

目　 　 標

本実証プロジェ ク ト にかける想い

▶ 実証代表 岐阜県農政部農政課　（ e-m a il： c1 1 4 1 1 @ p re f.g ifu .lg .j p ）

岐阜県農政部農政課　 Tel： 0 5 8 -2 7 2 -1 1 1 1 （ 内線 2 8 0 8 ）▶ 視察等の受入について
問い合わせ先

実証する技術体系の概要

★

御嵩地区の風景

時期 9 月 2 月8 月 1 月7 月 1 2 月6 月 11 月5 月 1 0 月4 月 3 月

「 見ら れる !」
ポイ ント

要素技術
①営農管理システム、②自動操舵システム（ 既存ト ラ ク タ に取付）＋GN SS 固定基地局、③直進キープ田植機、
④センシングド ローン、⑤収量コ ンバイ ン、⑥ブームスプレイ ヤー＋GN SS 固定基地局

②自動操舵システム

　（ 既存ト ラ ク タ に取付け）

　 ＋G N SS 固定基地局

③直進キープ田植機 ④センシングド ローン ⑤収量コ ンバイ ン ⑥ブームスプレイ ヤー

　 ＋GN SS 固定基地局
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5-6

スマート 農業技術による土地改良後大区画ほ場における水稲・ 大豆作での豚ぷんペレッ

ト 利用を中心と し た環境保全型精密農業の確立

岐阜県農政課、（ 有）エイド スタ ッ フ、岐阜県飛騨農林事務所、岐阜県農業経営課、岐阜県農産園

芸課、岐阜県中山間農業研究所、飛騨市農林部、高山市農政部、白川村産業課、Ｊ Ａ ひだ、（ 有）吉

野ジーピーフ ァ ーム、(株）ド ローンコ ンシェ ルジュ 、（ 株）東海近畿ク ボタ 、（ 株）ビジョ ンテッ

ク、Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ （ 株）、（ 一社）岐阜県農業会議

(有)エイ ド スタ ッ フ （ 岐阜県飛騨市）

実証課題名

構　 成　 員

背景・ 課題

実証面積： 4 .0 ha

〇現在、 基盤整備事業による平均 50 a の大区画化を進めているが、 合筆により 土壌条件が不均一に

なり やすく 、 水稲では生育ムラ やいも ち病発生、 大豆では生育ムラ による減収が懸念さ れる。

〇実証経営体では、 環境問題や肥料価格高騰を 考慮し て、 昨年、 地域内で製造さ れた豚ぷんペレ ッ

ト を 水稲で試験利用し 、 地域内循環型の耕畜連携に取り 組みつつある 。

　 本実証を 通じ て、 堆肥利用等によ る 生育ム

ラ の発生と いっ た課題を 解決し 、 スマート 農

業技術を 活用し た環境保全型精密農業技術と

し て確立する こ と で、 地域内循環型農業のス

キーム作り を 進めたい。

　 ま た、 本実証で得ら れた成果は、 耕畜連携

のモデルと し て実証地区のみなら ず、 県内全

域に普及し ていき たい。

本実証プロジェ ク ト にかける想い

〇水稲： 化学肥料３ 割削減、 化学農薬 1 割削減、 化石燃料１ 割削減等

〇大豆： 化学肥料８ 割削減、 化学農薬 4 割削減、 化石燃料１ 割削減等

目　 　 標

実証地区の風景

実証する技術体系の概要

時期 9 月 2 月8 月 1 月7 月 1 2 月6 月 1 1 月5 月 10 月4 月 3 月

「 見ら れる !」
ポイ ント

要素技術
①営農管理システム、②ロボッ ト ト ラ ク タ 、③GPS 搭載車速連動ブロード キャ スタ 、
④施肥・ 防除用ド ローン、⑤食味・ 収量コ ンバイ ン、⑥レーザーレベラ 、⑦シーダー、
⑧播種同時除草剤散布、⑨センシングド ローン

②ロボッ ト ト ラ ク タ ③GPS 搭載車速連動

　 ブロード キャ スタ

④施肥・ 防除用ド ローン ⑤食味・ 収量コ ンバイ ン ⑥レーザーレベラ

▶ 実証代表 岐阜県農政部農政課（ e-m a il： c1 1 4 1 1 @ p ref.g ifu .lg .j p ） 　 　 　

岐阜県農政部農政課   Te l： 0 5 8 -2 7 2 -1 5 6 2 　▶ 視察等の受入について
問い合わせ先

★

①

②

② ②

③ ④ ⑤⑥

⑥ ⑥

⑨

⑨

【 水稲】

【 大豆】

③ ④
⑦

⑧

【 水稲】

【 大豆】
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